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1
月
12
日
～
17
日
、
花
輪
ス

キ
ー
場
お
よ
び
八
幡
平
ス
キ
ー

場
で
「
秋
田
県
中
学
校
ス
キ
ー

大
会
」
お
よ
び
「
秋
田
県
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
ス
キ
ー
競

技
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ル
ペ
ン
競
技
は
八
幡
平
ス

キ
ー
場
で
開
催
す
る
な
ど
、
雪

不
足
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

大
会
前
日
に
ま
と
ま
っ
た
降
雪

が
あ
り
、
選
手
ら
は
白
銀
の
世

界
で
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

　

今
年
も
各
種
ス
キ
ー
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
み
ん
な
で
ス

キ
ー
の
ま
ち
鹿
角
を
盛
り
上
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

↑ 雪の降る中、熱戦が繰り広げられました。（写真中央はク
ロスカントリー女子 5km フリー競技で優勝した十和田高校
の田原朱莉選手）

↑ 議場でプロジェクターを使い、いじめ防止の取り組みを紹介する児童生徒。

スキーのまち鹿角

白銀の鹿角で
今年も熱戦が
展開

　八幡平地区の大
おおひるめむち

日霊貴
神社で 1月2日、1300 年
の歴史を誇る「大日堂舞
楽」が奉納されました。
　大日堂舞楽は、養老二
年（西暦 718 年）に都か
ら下向した楽人が舞った
祝賀の舞楽が里人に伝え
られたものとされていま
す。
　籾

もみ

押しや幡上げなど、
さまざまな行事が行われ

た後、宮司により祝詞が
奏上され、7 つの本舞が
奉納されました。
　本舞は集落ごとに分担
されており、大里地区が
駒
こままい

舞、鳥
とりまい

舞、工
こうしょうまい

匠舞、小豆
沢地区が権

ごんげんまい

現舞、田
でんがくまい

楽舞、
長嶺地区が烏

うへんまい

遍舞、谷内
地区が五

ごだいそんまい

大尊舞を継承し
ています。
　4 集落の能衆は、それ
ぞれが担う伝統の舞を披
露しました。観衆は、能
衆が舞う舞台を見つめ、
その厳かな舞の世界に引
き込まれていました。

大日堂舞楽
歴史重ねる
荘厳の舞

　

1
月
11
日
、
市
内
小
中
学
校

に
お
け
る
い
じ
め
防
止
の
特
徴

的
な
取
り
組
み
を
発
表
す
る

「
鹿
角
市
い
じ
め
防
止
子
ど
も

議
会
」
が
開
催
さ
れ
、
す
べ
て

の
市
内
小
中
学
校
か
ら
代
表
者

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

3
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回

の
会
議
は
、
子
ど
も
議
会
と
し

て
議
会
形
式
で
行
い
、
市
議
会

が
行
わ
れ
る
議
場
で
行
い
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
初
め
て
の
議
場
に

緊
張
し
た
表
情
で
し
た
が
、
自

校
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
と

き
は
自
信
に
あ
ふ
れ
た
大
き
な

声
で
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

　

議
事
の
最
後
に
、
参
加
者
全

員
で
「
い
じ
め
防
止
こ
ど
も
宣

言
」
を
読
み
上
げ
、
す
べ
て
の

児
童
生
徒
が
安
心
し
て
安
全
に

学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
と
誓
い
を
立
て
ま
し

た
。

議
場
で
い
じ
め
撲
滅
を
誓
う

鹿
角
市
い
じ
め
防
止
こ
ど
も
議
会
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1
月
15
日
、
文
化
の
杜
交
流
館

コ
モ
ッ
セ
文
化
ホ
ー
ル
で
、「
鹿
角

市
民
俗
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登

録
と
な
っ
た
花
輪
祭ま

つ
りの
屋
台
行
事

（
花
輪
ば
や
し
）
の
ほ
か
、
毛
馬
内

ば
や
し
、
大
湯
ば
や
し
が
出
演
し

ま
し
た
。

　

毛
馬
内
ば
や
し
は
月
山
神
社
の

祭
典
に
、
大
湯
ば
や
し
は
大
湯
神

明
社
の
秋
の
祭
典
に
奉
納
さ
れ
る

囃は
や
し子
で
、
地
域
の
伝
統
を
堂
々
と

披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
じ
く
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
に
登
録
と
な
っ
た
、
土

崎
神し

ん
め
い
し
ゃ
さ
い

明
社
祭
の
曳ひ
き
や
ま山
行
事
（
秋
田

市
）、
角
館
祭
り
の
や
ま
行
事
（
仙

北
市
）
も
特
別
出
演
し
ま
し
た
。

　

祭
り
の
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
演
奏

は
観
客
を
魅
了
し
、
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
飾
っ
た
花
輪
ば
や
し
の
踊
り
手

を
交
え
た
壮
大
な
演
奏
に
は
大
き

な
拍
手
が
巻
き
起
こ
り
ま
し
た
。

伝
統
あ
る
祭
り
ば
や
し
を
披
露

県
内
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
と
共
演

↑ 会場には早朝から大勢の観客が詰めかけました。（写真は
長嶺地区の烏遍舞）

　

地
域
の
防
災
の
要
と
し
て

日
々
精
進
を
重
ね
る
消
防
団
員

の
雄
姿
を
披
露
す
る
、
新
春
恒

例
の
「
鹿
角
市
消
防
出
初
め
式
」

が
1
月
4
日
、
文
化
の
杜
交
流

館
コ
モ
ッ
セ
お
よ
び
花
輪
商
店

街
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
モ
ッ
セ
で
功
労
者
へ
の
表

彰
や
児
玉
市
長
に
よ
る
観か

ん
え
つ閲
な

ど
が
行
わ
れ
た
後
、
花
輪
商
店

街
で
、
花
輪
地
区
団
員
に
よ
る

「
ま
と
い
振
り
」
の
披
露
や
、
餅

ま
き
、
分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

心
新
た
に
地
域
の
安
全
を
守
る

鹿
角
市
消
防
出
初
め
式

　

穏
や
か
に
日
光
が
差
し
込
む

冬
晴
れ
の
中
、
沿
道
に
は
多
く

の
市
民
が
詰
め
か
け
、
団
員
の

り
り
し
い
姿
に
大
き
な
拍
手
を

送
り
、
ま
た
餅
ま
き
に
歓
声
を

あ
げ
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

↑ 「まとい振り」に観衆は大きな拍手を送っていました。
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1 花輪祭の屋台行事（花輪ばやし）　2 毛馬内ばや
し　3 大湯ばやし　4 土崎神明社祭の曳山行事　5 
角館祭りのやま行事
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